
JR烏山線沿線の地域資源回遊マップの作製① 
～市民ワークショップとフットパスの企画・企画～ 

ＪＲ烏山線の鉄道唱歌を利用した地域活性化に向けた取り組み 
～『烏寶線鉄道唱歌』発掘から『現代版鉄道唱歌』作製までを踏まえて～ 
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  『烏寶線鉄道唱歌』の活用を見据え、地域資源の抽出を主たる目的に市民ワークショップを3回開催した。第1回では、『烏寶線鉄
道唱歌』の歌詞の解説・吟味をとおして、制作された1930（昭和5）年当時の地域資源および地域様相について確認した。第2回では、 
現代の地域資源の抽出を行い、回収した付箋紙112枚に記された固有名詞151件を基に、「地域資源活用促進法（中小企業庁。平成
19.5.11施行／平成27.7.15改正）」の考え方および現代に即した建造物の分類の見直しを加え、現代の地域資源を抽出した。その結
果、昭和5年：33件、現代：98件の合計131件をJR烏山線沿線の地域資源として抽出した。これらの地域資源は、昭和5年および現
代という時代を隔て市民が共有する“地域の魅力”“地域の誇り”である。 
 次に、活用手法として、地域資源を巡るフットパスを企画した。フットパスとは、イギリス発祥の“地域の散策を目的とした歩く小
径”のことであり、“JR烏山線沿線の地域資源の活用による地域交流”の具体化として企画した。旧烏山町エリアを中心に3つのフッ
トパスコースを設定し、参加者には、①地域資源までの時間・距離、②訪ねた地域資源の感想＆紹介文、③地域資源のイラスト・ス
ケッチの応募をお願いした。このようにして開催したフットパスには、延べ106名が参加した。 

■研究の背景、目的、構成■ 

■ワークショップの企画・開催■ 

■フットパスの企画・開催■ 

■ワークショップの成果■ 

■フットパスの成果■ 

これらの取り組みを踏まえて 
『地域資源回遊マップ』を作成しました! 


